第２回　ギャンブル等依存症問題に関する動画を通じた意識調査業務に係る
公募型プロポーザル方式等事業者選定委員会　議事要旨


１　日時及び場所
　　 　日時：令和７年９月９日（火曜日）午後１時から午後６時
場所：大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）中会議室１

２　審査方法
　　　あらかじめ定められた審査基準（企画提案公募要領に記載）に基づき、公募参加資格適合者
について、標記選定委員会にかかる３名の委員により、プレゼンテーション審査を実施し、総合評価点の合計が採択基準点（60点）を上回る最高得点の提案者を最優秀提案事業者として選定した。

３　最優秀提案事業者
	事業者
	評価点
	価格点

	株式会社 博報堂プロダクツ 関西支社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	81.6点
	9.3点（6,878,850円）



４　選定結果の概要
（１）提案事業者　全６者（受付順）
〇株式会社ゼネラルリンク
〇株式会社博報堂プロダクツ 関西支社
〇株式会社毎日映画社 大阪支社
〇TOPPAN株式会社　西日本事業本部　関西クロステックビジネスイノベーション事業部
〇株式会社東急エージェンシー
〇公益社団法人ギャンブル依存症問題を考える会

（２）提案事業者の評価点（得点順）
	順位
	得点

	1
	81.6点（価格点　 9.3点　 提案金額　6,878,850円）

	2
	77.6点（価格点　 9.3点　 提案金額　6,837,600円）

	3
	77.0点（価格点　 9.3点　 提案金額　6,854,200円）

	4
	76.2点（価格点　 9.2点　 提案金額　6,885,825円）

	5
	75.3点（価格点　 10点　 提案金額　6,364,600円）

	6
	64.9点（価格点　 9.2点　 提案金額　6,899,500円）



（３）最優秀提案事業者の選定理由及び講評
○動画について、他のギャンブル等依存症をテーマにした啓発動画を十分に研究したうえで、若年層に刺さる新鮮なテーマを提案している点を評価した。
○独自のキャラクターが際立っており、インパクトがある点が評価できる一方、チャレンジングな内容であるため、個性は活かしながら、大阪府と十分協議のうえ進められたい。
○ターゲット層にどうやって見てもらうかという視点が無かったため、更なる工夫を期待したい。

（４）選定委員会委員（敬称略、順不同、〇印は議長）
	所属・職名等
	氏　　　　名
	選任理由

	龍谷大学　社会学部
非常勤講師
	岸本　文利 （○）
	調査分析や広報プロモーションに関する専門的知見を有しており、企画全般の提案内容の適格性・妥当性を審査いただくため。

	大阪デジタルコンテンツビジネス創出協議会
事務局長
	川合　和史
	デジタルコンテンツに精通しており、制作する動画の企画力や若年層への訴求力を専門的観点から審査していただくため。

	長野総合法律事務所　
弁護士
	崎原　卓
	法律知識に精通しており、提案内容が法的に問題なく、円滑に実施できるかという観点から審査いただくため。



